
１年生の取り組み

ＳＤＧｓについての学習

１．学習計画

①６月２０日（金） 「ＳＤＧｓについて」 ＳＤＧｓクイズなど

②６月３０日（月） 調べ学習（班）「ユニクロの取り組みについて」

③７月９日（水） 講演会「“届けよう、服のチカラ”プロジェクト

～紛争避難体験ワークを通して、難民の生活をイメージしよう～」

④８月２６日（火） 調べ学習（個人）

⑤８月２７日（水） 調べ学習（個人）

２．生徒の感想 “届けよう、服のチカラ”プロジェクト授業感想文

・ 私は戦争をしている人たちや紛争をしている人たち、国が貧しい人たちを助けたいと

思っていましたが、助け方がわかりませんでした。いらなくなった服や小さくて着られな

くなった服を寄付することで、困っている人たちや難民の人たちを助けることができる

と知ったので、服を寄付したいと思いました。

・ 今もこの世界で苦しい思いをしている人がいると知って、「みんなが寄付してくれてい

るからいいや」ではなく、同じ世界を生きている立場として着られなくなった服を寄付

することや、ポスターを作るなど、自分にできる形で協力したいと思いました。私は当た

り前に服を着ているけどそれが当たり前ではない人がいるので、当たり前に感謝し、

難民を助けたいと思いました。

・ 難民の数の多さに驚愕した。難民の子どもたちは５００万着も服を求めていると知って、

この世界には困っている人がたくさんいるんだとわかった。服は身近にたくさんあるけ

ど、実は１着作るのも大変で、水を必要としている人も多いんだと知った。家で着られ

そうな服とか寄付して少しでも救っていきたいと思った。服は身体を守り、気持ちを表

す等の大切な役割を担っているんだなとわかった。

・ いらなくなったものや古くなったものなどを捨てるのではなく、リサイクルしたり支援し

たりしたいです。ＳＤＧｓ達成のために環境や生き物を大切にしたいです。難民の人た

ちの気持ちも考えたいです。

・ 小学校や幼稚園などに今日見た動画を見せて、みんなで協力して難民にたくさん寄

付をしたい。「服を寄付してみませんか？」などのポスターを作成して、みんなに思いを

伝えたい。着られなくなった服はできるだけ寄付をしたい。服以外にも募金など協力を

できるだけしたい。


